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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本建材・住宅設備産業協会（J-CHIF）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添

えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正

した日本産業規格である。これによって，JIS A 5914:2018 は改正され，この規格に置き換えられた。 

なお，令和 6 年 6 月 19 日までの間は，産業標準化法第 30 条第 1 項等の関係条項の規定に基づく JIS マ

ーク表示認証において，JIS A 5914:2018 を適用してもよい。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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断熱建材畳床 
Insulation material TATAMIDOKO 

 

1 適用範囲 

この規格は，断熱建材であるタタミボード及び／又は押出法ポリスチレンフォーム断熱材を材料として

製造した断熱建材畳床（以下，畳床という。）について規定する。ただし，この規格で規定する厚さ 50 mm
未満の畳床は，平らな面の上に設置して用いるもの 1) に適用する。 

注 1) この規格で規定する厚さ 50 mm 未満の畳床は，根太の上などではなく，面で支えることのできる

下地上に設置して用いることを意味している。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 1412-1 熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率の測定方法－第 1 部：保護熱板法（GHP 法） 

JIS A 1412-2 熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率の測定方法－第 2 部：熱流計法（HFM 法） 

JIS A 5905 繊維板 

JIS A 9521 建築用断熱材 

JIS B 7503 ダイヤルゲージ 

JIS B 7512 鋼製巻尺 

JIS G 3452 配管用炭素鋼鋼管 

JIS P 3401 クラフト紙 

JIS Z 1533 ポリオレフィンクロス用フラットヤーン 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

JIS Z 8703 試験場所の標準状態 

日本農林規格（JAS） 普通合板 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 
保護材 

タタミボードの繊維の毛羽立ち及びその飛散を防止するため，その表面に使用する保護材料 


